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　手の心的回転課題，運動イメージ，脳卒中，加齢，性差，認知機能低下

運動イメ－ジ課題・空間認知課題としての
「手の心的回転課題」の基礎的・臨床的検討

研究内容

　手の心的回転課題とは，手の画像を 1 枚提示し，それが左

手か右手かを判断させ，応答時間や脳機能を計測する課題です

（図）．その結果から，被験者は課題遂行中に，潜在的に上肢の

運動イメ－ジが誘発されていると考えられており，脳卒中や複

合性局所疼痛症候群などに対する運動イメ－ジ訓練として臨床

応用されています．

　我々の研究グル－プでは，この課題遂行における応答時間の性

差，高齢者は課題遂行能力によって遂行方略が異なること，脳

卒中者や統合失調症者も運動イメ－ジが誘発されていることな

どを明らかにしてきました．現在は，この課題における認知機

能低下のスクリーニング検査としての可能性を検討しています．
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社会連携・産学連携の可能性

　手の心的回転課題は実施が容易であり，ゲーム感覚で行うことができるため，運動イメ－ジ訓練や認知機能評価課

題として臨床応用が可能です．
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様々な角度の手の画像（手掌・手背）が 1枚提示さ
れ，それが左手か右手かを解答する


